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生体内で分解されずにかつ標的核酸（特にＲＮＡ）に対する
結合能を保持した人工核酸、及び該人工核酸を組み込んだ、

臨床に適用可能なアンチセンス核酸等

 核酸の五炭糖の２’位にアミノスルホニルアルコキシ基を導入した
新規な人工核酸、及び、該人工核酸を組み込んだアンチセンス核
酸等を合成

 これらのアンチセンス核酸等は、生体内で分解されずにかつ標的
核酸に対する結合能を保持

• 生体内で分解されずにかつ標的核酸に対する結
合能を保持

２’位にアミノスルホニルアルコキシ基
を有する新規人工核酸

特願2022-31303（出願日:2022/3/1）

S
N
H

B

O

OO

O

X

R

R'

R''

O O

Synthesis of 2'-O-[3-(N-methylsulfamoyl)propan-1-yl]ribothymidine as a potentially applicable 
2'-modified nucleoside for antisense oligonucleotides. Tomori, T.; Uekusa, K. Koyama, A.; 
Kanagawa, T.; Yoshiaki, M.; Seio, K. Bioorg. Med. Chem. 2022, 73, 117002.
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